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淀川水系における水資源機構施設

淀川流域は、日本最大の湖である琵琶湖をかかえ、流域は三重、滋賀、京都、大阪、兵庫、奈良の
２府４県にまたがり、流域内人口は、約1,700万人、流域面積は8,240k㎡に及びます。
水資源機構では、淀川水系において、11施設の管理及び1施設の建設をしています。
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■淀川水系における開発水量の現状と機構事業によるシェア（令和２年4月現在）

淀川における水資源機構の水資源開発

（注）
（1）現行基本計画前の開発水量とは、現行の基本計画の策定前に完成した施設による開発水量をいう。
（2）開発水量は、現行の基本計画に基づいて計上した。
（3）開発水量は、水道用水及び工業用水の最大水量と農業用水の夏期かんがい期平均水量を合計したものである。
（4）供給目標量は、供給が可能と見込まれる都市用水の水量で、計画当時の流況を基にしている。なお、括弧書きの水量は、近年
20年に2番目の規模の渇水時における流況を基にしている。

（5）機構のシェア以外の部分は、国の直轄事業及び府県の補助事業によって建設を行う施設により利用可能となる開発水量である。
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川上ダム建設事業の概要

３．事業費

令和元年度迄

約７８２億円

（約６６％）

令和３年度以降

約２７３億円

（約２３％）

令和２年度予算

約１２５億円

（約１１％）

総事業費 １，１８０億円

４．令和２年度の事業概要

ダム本体工事、放流設備工事、流入水バイパス工事、
水力発電・電源設備工事、管理棟工事、管理設備工事、
周辺整備・斜面対策工事、周辺設備・斜面対策工事、
関連工事の調査・測量・設計、環境保全対策及び水理
水文調査等を実施する。
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令和元年度迄

令和２年度

（ 凡 例 ）

流入水バイパス建設工事

前深瀬川右岸外清掃伐採作業

貯水池周辺整備工事（上川原）

貯水池周辺整備工事（前深瀬川上流）

前深瀬川左岸斜面対策工事

事業地等安全対策工事

川上ダム管理棟新築工事

川上ダム本体建設工事
川上ダム取水放流設備工事
川上ダム常用洪水吐き設備工事
川上ダム管理用水力発電設備工事
川上ダム電源設備工事
川上ダム通信用鉄塔反射板設置工事
堤内エレベータ設備工事

係船設備工事
川上ダム通信設備工事
CCTV設備工事
ダム管理用制御処理設備工事
観測設備工事
閉塞ゲート設備工事

土砂採取地整備工事

流木止設備工事
水質保全設備工事

項 目

付 替 道 路

工 事 用 道 路

転 流 工

基 礎 掘 削

仮 設 備

〔購入骨材運搬〕

基 礎 処 理

堤体工 ・堤頂工

管 理 設 備

試 験 湛 水

令和３年度 令和４年度平成２８年度まで 平成２９年度 平成３０年度
平成３１年度
／令和元年度

令和２年度

※ 付替道路は、平成29年11月にはすべて供用開始
※ 工事用道路のうち、貯水池外の道路は完成

令和２年度実施の工事

川上ダム建設事業工程
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丹生ダム建設事業の廃止に伴う整備

令和２年度の実施内容

事業廃止に伴う整備となる現県道の

機能回復工事等を実施。

令和２年度 事業費 約５．２億円

丹生ダム建設事業の廃止に伴う整備工程

冬
期
休
止

冬
期
休
止

冬
期
休
止

冬
期
休
止

冬
期
休
止

冬
期
休
止

冬
期
休
止

冬
期
休
止

冬
期
休
止

撤去（調査施設、電気通信設備等）

事業用地保全
（事業用地内の落石・倒木の処理

及び冬期の除雪等）

R8 備　　考Ｈ２９ Ｈ３０ R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

工事で損傷した道路復旧
工事用仮設物撤去

冬
期
休
止
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令和２年度管理業務費の概要 （単位：百万円）

事業名 予算額

主な施設管理の概要

（確実な施設機能の維持確保のための日常的な点検

  や観測等を実施するとともに以下の整備等を実施）

琵琶湖開発 2,261 水文・気象観測設備の更新、機場テレメータ設備の更新等

木津川ダム総合 2,652

 高山ダム 561 常用洪水吐き設備の整備、CCTV設備の更新等

 青蓮寺ダム 372 常用洪水吐き設備の整備、放流警報設備の更新等

 室生ダム･初瀬水路 500 取水設備の整備、取水塔周辺土砂除去等

 布目ダム 644 ダム管理用制御処理設備の整備、受変電設備の更新等

 比奈知ダム 576 設備監視装置の更新等

一庫ダム 554 ダム管理用制御処理設備の整備、CCTV設備の更新等

日吉ダム 804 利水放流バルブ設備の整備、選択取水設備の整備等

正蓮寺川利水 494 高見機場除塵設備の整備、生物付着防止塗装等

淀川大堰 83 ゲートの修繕、放流警報設備の更新等

6,848

令和２年度施設管理の概要
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施設の管理 ～安全で良質な水を安定して安くお届けするために～

ポンプ設備の点検【正蓮寺川利水施設】
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正蓮寺川利水施設の管理

琵琶湖開発施設の管理

【管理の目的】
阪神地区の都市用水8.5㎥/s(水道水5.195㎥/s、工業用水3.305 ㎥/s )を確保する
ため、淀川から最大22.0㎥/sを取水し、正蓮寺川及び六軒家川に分水しています。

【管理の目的】
琵琶湖開発事業で整備された施設の操作や維持・修繕などの業務を行い、琵琶湖周辺
の治水と安定した水道用水・工業用水の供給を行っています。

◇治水対策
琵琶湖周辺の浸水被害の軽減と下流淀川の洪水
流量を低減しています。
●湖岸堤・管理用道路：総延長50.4km
●内水排除施設（排水ポンプ場）：14ポンプ場

◇利水対策
水道用水最大30.169㎥/s、工業用水9.831㎥/sの
供給が可能です。
●瀬田川洗堰バイパス水路により、下流域への

放流量(水量)をきめ細かく調節します。

◇環境保全
湖岸堤に自然豊かな前浜を創出し、琵琶湖の水辺環

境の保全に取り組んでいます。

主ポンプ設備

能力5.5㎥/s×４台

高見機場取水口
（淀川左岸4.1kmに位置）

六軒家川水路吐出口
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淀川水系猪名川の一庫ダム流域では降り始めの5日2時から8日2時までの総雨量が550.9mm(流域平
均累計雨量)となり、管理開始以降最大の降雨量を記録しました。この降雨により、ダムへの流入量
は、最大毎秒626立方メートルを記録しましたが、最大流入量の約76%（毎秒約481立方メートル）を
低減させ、同時刻における放流量を毎秒149立方メートルとしました。また、操作ルールに基づき、洪
水量を減少させ、ダムが満杯に近づく中でも、流入量を上回る放流量とならないよう、6日13時5分か
ら異常洪水時防災操作を開始しました。この操作は、管理開始(昭和58年4月)以降初めてとなります。

この一連の操作により、洪水(京セラドーム大阪約13杯分(約1,622万立方メートル)に相当する量)を
ダムに貯留し、洪水ピーク流量の発生時刻を約19時間遅らせて避難時間等を確保するとともに、ダム
下流の多田院水位観測所地点(川西市多田院地先)では、約0.75ｍ以上の水位低減効果があったものと推
定され、ダムがなかった場合には洪水は堤防から越水し浸水被害が発生したものと想定されます。

平成３０年７月豪雨における一庫ダムの治水効果

一庫ダム防災操作の状況グラフ
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淀川水系桂川の日吉ダム流域では降り始めの7月3日21時から8日4時までの総雨量が492mm(流域平
均累計雨量)となり、管理開始以降最大の降雨量を記録しました。この降雨により、ダムへの流入量
は、最大毎秒1,258立方メートルを記録しましたが、最大流入量の約88%（毎秒約1,109立方メート
ル）を低減させ、同時刻における放流量を毎秒149立方メートルとしました。また、操作ルールに基づ
き、洪水量を減少させ、ダムが満杯に近づく中でも、流入量を上回る放流量とならないよう、6日4時5
分から異常洪水時防災操作を開始しました。

この操作は、最大のダム流入量を記録した平成25年9月16日の台風18号洪水以来となります。

この一連の操作により、洪水(京セラドーム大阪※約36杯分(4,337万立方メートル)に相当する量)を
ダムに貯留し、洪水ピーク流量の発生時刻を約16時間遅らせて避難時間等を確保するとともに、ダム
下流の保津橋地点(亀岡市保津町下中島地先)では、約0.76ｍ以上の水位低減効果があったものと推定さ
れ、ダムがなかった場合には旧堤防高の6.10mより上昇していたと推定されます。

平成３０年７月豪雨における日吉ダムの治水効果

日吉ダム防災操作の状況グラフ
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1.事前放流とは

2.事前放流の効果

水資源機構が淀川水系で管理する全７ダムにおいて、関係者と合意した事前放流ルールにより、

事前放流の運用を開始します。

事前放流の運用開始（治水協定の合意）

計画規模を上回る洪水が想定された場合に、ダムの容量の一部を洪水の発生前に放流し、洪水調
節容量を一時的に増やす操作です。

洪水調節容量を使い切ることを回避（異常洪水時防災操作移行の回避）することや異常洪水時防
災操作移行を遅らせることにより、ダム下流の浸水被害の軽減及び避難時間を確保することができ
ます。
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さまざまな取り組み
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水源地域振興

木津川ダム総合管理所の事例

日吉ダム管理所の事例
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最近のトピックス

川上ダム堤体コンクリートが２０万㎥打設を達成しました

比奈知ダムがNHK津放送局「まるっと！みえ」(令和元年10月3日)で、市内にある『とれたて
名張交流館』において、市民の紹介で比奈知ダムへ突然訪れたＨＮＫキャスターにダム堤体内
などの案内とダムの役割などを説明した内容が、『名張にある魅力ある場所』として紹介され
ました。本放送は、令和元年10月21日にNHK名古屋放送局ラジオ『夕刊 ゴジらじ』で東海
地域へ放送されたほか、令和2年2月7日にNHK名古屋放送局『さらさらサラダ』で一部編集され
東海・北陸地域へ再放送されました。

そのほか、アドバンスコープ（名張市のケーブルＴＶ）ニューストピックス(令和元年11月14日)
で、ダムの必要性や役割を説明した内容が市民向けに紹介されました。

比奈知ダムが各種メディアで紹介されました

放映内容

川上ダム施工状況（令和２年５月１４日撮影）

川上ダムでは、堤体コンクリートの総打設量が令和２年５月２２日に２０万㎥（全体の
約４４％）を達成しました。

ダム完成に向けて、今後も安全第一に施工を進めてまいりますので、地域の皆さま、関係
機関の皆さまには今年度も引き続きご理解とご協力をよろしくお願いします。

【川上ダム建設所HP工事進捗カメラ】

https://kawakamidam-cam.arksystem.jp/

【川上ダム建設所公式Twitter】

https://twitter.com/jwa_kawakami

川上ダム建設所HPではダムサイトのリアルタイムカメラの映像(遠景)がご覧いただけます。
公式Twitterではコンクリート打設の動画や環境調査の情報等、各課職員からの様々なつぶ

やきが発信されていますので是非アクセスしてみてください。
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最近のトピックス

放流動画『美放流』のご紹介

一庫ダムエドヒガン桜植樹プロジェクトへのご協力に対するお礼

こちらのQRコードを
読み取ってご覧下さい

当機構では、管理するダム施設の放流動画「美放流」をYoutubeに公開しています。
また、機構HPでも各ダムにおける放流動画を掲載しており、ドローン等を使用した

迫力ある空撮映像を掲載しておりますので、是非ご覧ください。

http://www.water.go.jp/honsya/honsya/torikumi/yakudachi/movie/index.html

一庫ダム管理所では、「水・人・自然の
調和」を目指して、地域の方々に愛される
エドヒガン植樹活動を実施しています。

その一環として令和元年９月より「一庫
ダムエドヒガン（桜）植樹プロジェクト」
の寄附金募集を行い、多くのみなさまから
ご賛同をいただきました。この場をお借り
しまして心より感謝申し上げます。

この寄附金を活用させていただき、令和
２年２月２８日に「渓の桜を守る会」様の
ご指導・ご協力のもと、一庫ダム管理所職
員により心を込めて３０本の苗木をダム下
流広場に植樹しました。
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正蓮寺川利水(高見機場)

青蓮寺ダム

令和2年7月発行


